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1.はじめに
民家には.(i:)，活としての生活的な機能を充分に備えて
いるとはいえないが.不充分ながらもそれらの機能力fイi
機的に2iiiiしている。それは， 日常生前の繰りかえしの
なかで.機能が有機的に生活行為に組み込まれてきたか
らであり.これには時IBI性が不可欠の要肉になっている。
U1日 (I~jな佐川機能と生産機能，それに身分(1サな lUぶな ど
がイl・機(i(jに組み合わされ，生活体になってきたのが民家
なのである。しかも，生活条件の推絡によるこれらの機
能の変化は，綜合的な機能転換によって.'1.治体として
の L('~の形体を伝承し て きたのである。生活(I(jな 1幾能ヵ、
'1:. NUJ(jな機能に転fjJ;さit. また.身分(I:j な I~:みが'IAi自切
なものに泣きかえられて，占い形式の民家カ、伝1ft-されて
きたのである このような相対的な有1幾何:';tl'l然環筏と
の|剥i止のなかにむ見らiL. 自然条件の変化を'i:r，fj条('1・の
縦移 ・転換として受け止めてきた。したかって.このよ
うな有機的な転換の限界を也えると l~家は，その形体を
変えざるを~!}なくなるのである
たとえば.中世末，武家財の家桃の-Ui'l~になったと
いわれる 「中門i主J 形式は . 武家柄のf.Hj.:であ った I~J折i
f， i:J!'1の生活的 ・生産的，それに.身分(I(jな機能をイi機
的に備えた民家であった。r:ti検といわれた太|品川u也で解
体し仰なかった"叶止の布家自:jt，Yiil L. ít川初WI以~<. I変
!立行なわれた新検によ って.徐徐に解体してきた。その
作家的f.Yt)1f:に代ってきた近世(I'.jな牒村f，ifi1iにおける.山
狩(Jtt・1!翌日百姓，あるいは.地主 ・小作という生産性
や身分性のl刻係のなかで r"""J;主J という 1~'~~((I\'1f); .
いかに司機能転換し. 1-f軽量{本と して{式取されてきたか。
その身分(J:)な機能の転換.生活fドJな機能と，t域内:jな機能
との-f-f機(1ワな関連のもとに.いかに.その形パを伝I{r.し司
そして.存絞してきたか。また.そのような民家の形式
を変化させてきた契機は何か その限界と~. )たむのは
Mか。
I:-_ 
図ー 1 淀川周辺伊l
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次に， 自然、J~iþft と I:i'生iIlj と の|期連は，その崖敷鱗に表
われるが，その一つである I卓説説Jは，本来. I土居」
とl呼ばれた開拓名主層の屋!肢の表徴でもあった。防風や
w火，そのほか B除などの機能を持ってきたが，当初J
の目的は何んであったのであろう。屋敷が土居と呼ばれ
た4家的な意味と土居を riìú~J ともい っ た機造的な意
味止の関述。その周回に納えられた植生を 「築地松」と
1呼ぶようになった経緯が，その屋敷桃の形成と，いかに
相関していたか。
自然厳境は，生活条件 ・生産条件となって，局住条件
の大きな要因となると共に，身分的な表示のー要因とし
て.その屋敷憐に|英1;皇し.家隣に関連を持つのである。
このような相互関連を.まず.自然条件の変遷の過位を
千T景と して，簸川平野の場合に考察してみる。
すなわち，簸川平野に点砲する 「築地松」散居農家の
屋敷榊と.その内の 「中門i1LJ家織の推移を，その向然
条件の会主量ーを背景にして考察してみよう。
2 .斐川の屋敷構
簸川平野の特徴的な属!敷桃をつくり出している 「築地
松Jは，簸川平野を中心に宍道必jをはさみ，東l立松江市
から安来市付近まで，西l立大社町T.北は怯江市秋成制I付
近にまで分布している (図ー 1)。 現在では， rノ一子
ゴリJ(除手刈リ )I )èf~;される刈リ込みが繋然、となされ
ており . 美しい J;t~を呈しているが. もともとは「屋敷
本Jを原型としたもので，明治以前は足放を取り凶むみ
のように， うっそうと繁った形1L~カィ多か っ たようである
(写真一 1，2)0 J)t;(j;は、北と凶fWIの二万li'Jを阿む鍵
噌のものが多い。船木の位矧は， 7 ツ ・7 テノ〈シイ ・モ
チノキなどの常縁側やマダケなどであるが，西側は大部
分がクロマツである。高さは西側は10m伎で，北側はそ
れよりやや低くなっている。
昼敷地のまわりに木を杭えて境界を明示するニとは，
広汎にみられることであり.うっそうとした屋敷林lム
この簸J11"1':'1'[-1:ごけでなく.関東干野やiJ波平野など名地
の‘v地農村においてみられる。特に，防波平野の「ヵ
イニヨJOr[1λ1) 2 )とよばれる屋敷林は，その形成過粍 ・
機能において.紘川平野の「築地松」と鎖IJ:J.した点がみ
られる。
h阿波 "I~貯の1*] ;1λI也の中央ff!IIi. 1主川が札iftしていたの
で.1m抗i 均、周辺高11に比べ遅れていたが，加!~務め奨励に
よリ近世になって防!抗iがitめられていった。 最初は「品」
といわれる布みを利用 して. Jíll~.法的紐引をもっ同版印の
1ー".;1';・1m毒性により.散村の形態でj)flかれていった。特に.
'tI..文十年(1670)のJln藩の1):川布告切工'1¥以降は. 戸数
?
Ij!; 年E
のWl加が目立ち‘開発が進められていった。屋敷地は一
般に高みにとられ，洪水・流砂に備えるために，周聞に
石上空を築ふ政土をし.さらにそのよに組問をして屋敷
を構えた。
こうして. Iカイニヨ」が形成されていくわけである
が，それはまた，南 ・北西の卓越風を防ぐ防j武林として.
あるいは，燃料i原としての機能を持つようになり.さら
には家絡を誇るという意味を持つものであった。
簸川平野の「築地松Jについても.I可じ ような機能を
もっていると考えられる。それは，冬の寒冷な北西風を
1¥みぎ，特に風が速J:砂粒や雪に対して有効な役割を来
しているし，燃料や肥料を供給し，さらには，$1に涼風
を通し，冬は目差かく生活をなごやかにするという効用も
ある。
しかしながら. r築地松Jは以上のような機能をもつ
ものとして出来てきたものであろうか。発生的にみると，
l切風・ i幼Ffiなどの効用は. I築地松jが現在我々が自に
している背3であるからこそ，考えられるもので"ある。こ
うした効用は，むしろ副次的なものであり.凶周に木を
植えるという当初Jの目的は他にあった。
簸)1卜平野は.斐伊川のi4'f!lにより徐徐に形成されてき
たヰZ'Iiであって，この地域に住む人々の生活に， もっと
も大きむ I~Iわり合い を も ってき たのは，斐伊川の流れで
ある 。 ~ Ilf川は ， 古くから i~援をくりかえし. ，t，位l山I也
より運んできた流砂によ ってj村m也を批大するという 利
/，(tJずあった反而，J!1:k井地や家 ・屋敷をも.Wし流すという
激しい災害をもたらしてきた。このような自然、条件のも
とで，村落は自然にできたJ'UWやわずかなt:Jみを利用し
て， 1'1状あるいは沈状に形成された (図ー 2)。 そして，
ぷ敷地は，木喜l時め1~j し寄せる 水流や砂jえを防ぐために ，
jJLJ周を土肘で問み，この土1討を回定するために.松や雑
木を航えて般を振らせたのである(写真ー 3)。 この土
明は「築地Jと11'-ばれ，その上の桐生が「築地松jのl政
担といえるものである。年月が絞っにつれて.この樹木
の肖さは十数メートルにも及ぶようになり.見事な挺赦
林となった。その繁茂した景観は.その家の経年と安定
を物芯るものであり，それゆえ.hl敷林は家絡の象徴と
もなってきた。
以卜は.変jJfJlIが丙流していた近t帥mt!lまでに成立し
ていた本田地'市について，いえるこ とであるが，近世'後
期i以降に形成されてきた新団地-m:においても， I杉こそ若
干呉なってきても.水子;ーに対する防禦の必要性は，同級
に大きいものであった。
:rií 団地帯は. 安伊川| の点流に より i~J.IJ'l作用や滞による
J十l判的な rJ1li主jにより開発されていった地慌で，その
( 2 ) 
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開発の逝犯はー 「水代Jとよばれる湿地帯を緋I也化し
一応の収機の目途がつくまで出作りの形で耕作が行なわ
れ. 目i主がつくと毛地をつくり移住し.定石ーしていくと
いうものであったようである。
新聞の開発は. (図-3)のように..t也戚によ って異なる
が.大半は江戸末期lから明治にかけて行なわれたもので
ある。一般に. i&f抜 1m未iI:tiの低温地帯が多く ，冠水や
i，Il;水の主ーに悩まされ絞Itた。そのために.屋敷地は水田
rIiiより高〈盛士をし.さらに敷地をより安定した状態に
するために.4>:回J也慌の民敷林の形式を踏襲し，周囲に，
慨に似を張る怯を主体とした納生をおこな った。
「築地松JI;J.以上ーのようにして形成されてきたので
あるが.その機能は.年代による治水工事と共に.推移
し変化してきた。
まず第一に大きな ;~J轡を与えたのが養蚕である 。 養 t抵
は.l.副主な環境を必要とL.寒冷な北西風を和らげるこ
とを必要とした。築地上の相生が.I坊!風林として一層大
きな役割を果すよう要求されてきたのである。この地方
回一 2 斐川町 (西 ・中部)屋敷分布(5:(1(日召手口46年)
( 3 ) 
住で養蚕が始められるのは.明治二十年頃からといわれ，
明治後期には，多くの農家が.現金収入の待られる刷業
として，これを取り入れ，盛んに営なまれたようである。
「築地松」という言葉が用いられるようになるのは，ち
ょうどこの頃からである。このことは.当初 「築地」を
補強する目的で植えられた絞とか雑木などの植生が，そ
れ白休別の大きな意義をもつようになったことを示すも
のであるといえよう 。
他方.治水工事や土木技術の向上は，洪水などの災害
を緩和するようになり，それに伴なって. r築地」の意
義li次第にうすれていく 。 日照の妨げとなる南側の植生
は除去されることが多くなるが(図-4). このことは
「築地」の安定性よりも.生活の使宜と快適きが優先さ
れるようになってきたことを表わしているといえよう 。
大正以降の治水工事の進展とi回の改良は，生産規模
の拡大をもたらすのであるが.こうした生産条件の変化
ふ 「築地松jの形態に影響を与えた。すなわち，生産
規模の拡大li.一方では営農のための作業場の批娠を，
他方では家族労働力の増大に対処するための居住空間の
拡張を不可欠にした。敷地に充分余裕のある上層農家は
耳IJとして，それ以外の一般農家では，東側の「築地松」
は除去されて.納屋などに取って変わられた(図-5)。
ここにおいても築地としての意義よりも生産条件の向上
という側面が重視されるようになったことがうかがわれ
居
(4 ) 
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る。
もう一つめ，生産条件との関述で見逃がせないものは，
「ノーテゴリjである。新田地帯の耕地内に点本する散
居型農家においては(写真一5). 総生の自由な繁茂は
大きな日陰をつくることになり，周辺の布iの成育をさま
たげる原因となる。水田の生産性を保持するためには，
一定の高き以上に校葉を伸ばさないことが必要となる。
「ノーテゴリ」の背長には，こう した生産面との関連が
あるわけである。
このようにして.西・北側の二方向のみが整然と刈り
込まれた特徴的な景観がっくり出されたのである。
3 .斐川の民家家構
「築地松を持つ農家Jが.簸川平野の特徴的な風物と
いわれている。しかし.斐川の農民の生活条件は， 土地
の開発年代の違い，それに1半う生産条件の差.あるいは
身分的格差などが長い時間をかけて変化してきたもので
ある。斐伊川という自然条件に大きく影響され，年代に
よって大きな相違の見られた生活環境は，民家の間取形
式などを.どのように推移させていったのであろうか。
出雲地方の古い農家は.土問境の梁行全体に及ぶ「ひ
ろまJ(広間)と，上手表側の「おもてJ(表). 上手
裏fsIJの fへやJ (部屋)からなる「広間型三間取」形式
を原取としている。村落発達の歴史が古<.斐川の新田
一一一一一一一一一-，
図-5 南・東側の「築地Jが除去された例
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新聞J也';17の一般的/liJ!収形式江角i背家図-9
A 
八重:村の 「広|間引Jに復J以さiLる例
八雲村の 「後中I"IJ形式 安j主JI{:宏家
図-11
( 6 ) 
話連U?1・止;家 1(;主中r1Ji'!1" 
図-10
写真一B
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開発の築紫とな っていた本団地保:も.簸川平野周辺部と
同僚に，この [広間々 !三間1l1i.Jに復原される例が多い(図
-6 )。 また.上下型:u目1)に部屋を突出す「中門造J形式も
見られる。中世からの名主!替や高持百姓であり，村
f喜の<1'核をなす階層の家憐であった。 r門名jを持ち.
旧家とか本家とか4かされる階層が.その家絡的背淳、の表
徴として.屋敷情における 「屋敷森Jの如 <.家械の面
では 「中門造Jを取り入れたのである。彼等が守政ー 川平
野の新回開発に大きな力を示したのであるが，この「屋
徴税jと「中門泣Jは本問地主階層のシンボルとなった。
また. r広間!型三間取jから. r広間jを前後に二分し
た 「四間取j形式への移行も見られ.江戸末期の普請は
当初から.この「四間取J形式が一般化するようになった。
一方.斐伊川の沖積作用で形成され. r水代Jと呼ば
れた新団地帯は，低湿地であり，農民が定着する迄には
長い時間lを要した。この長期間にわたる住環境推移の僚
子は.新回地帯でも最も新しいi中'J+I新閉め織原家の記録
から窺うことが出来る。すなわち.まず明治三十一年に
本団地併の出西村から出作りし，その問、 I也践をして松
を納ふ敷地造成につとめ，一間半×二間の仮小屋を建
てたのである。そして十年目にしてようやし最初の仮
小屋を，四間半×ニ間四半分の本普諸にすることが出来
たというのである。このような推移を経て，新団地帯に
典昭的な散居形態の農家が出来始めたのは，早いもので
江戸末期から明治初年のことであった。したがって.こ
の地践の主屋は.当初から本団地帯て¥すでに一般化して
いた，庭土聞を束fUlJに持ち. rおもてJrなんどJrざ
しきJrt:ごいどころ」からなる 「四間取j形式を踏襲し
たのである (図-9 )。
しかし，小作人層の生産規肢は零細!なものであり.手
作地主層とは異なり，主屋の土間部分の狭小さが目立つ
ている。
このように，斐伊川による開発年代の相違は，地主一
小作という階層性とも関連して.間取形式の格差を創り
出してきたのである。しかし J也主一小作関係といって
も，土地を煤介とした貸借関係であり.東北地方に見ら
れるような名主ー名子のような従属的なものではなかっ
た。したがって程度の差こそあれ，生産条件の変化によ
る生前への反映が.直接，見られたのである。この時期の
生産条件の変化が，二つの階層それぞれに.家構にはど
のように反映していったのであろうか。
就寝空間・接客空間の変化
簸川平野には，先にも述べたように. r中門造J家縞
が伝みされている。この「中門造」のように，主屋ー から
鍵型に土間部分や床上部分を突き出させる民家家械は，
( 7 ) 
全国的に広〈分布しており. とくに東北地方.山陰地方
に卓越している (図-1)。
この「中門」という語は，中世の地方豪族の住居形式
に見ることができる。荘園制が発展し，京の貴族を領家
とし.現地の領有をE在保していた彼らは. (図-8)のよう
に表側に板敷の定i廊 (中門)を突き出した主尿を憐えて
いた。これは来客のための出入口であり，主屋に居住する
主人を繁議する者の控え場所という機能を持ち.近世の
武家層の住居形式を機成する一望書索ともなったのである。
一方，中央から遠隔の地では.農業技術の未発達 ・生
産性のf止さなどから.長い間，家父長的大家族が農業経
営や生活の単位となってきた。そのため.中t止の土豪層は，
隷属性の強い譜代下人や名子を抱える大手作地主層と し
て.太|別検J也以降も，地主主を支配していたのである。彼
らは.名主層の家絡を表示する家構と して. r中門造j
を取り入れたのであろう。全国的に分布する 「中門造J
家機は，ほとんど，各地の奈良層から中下層の農民が生
産的・生活的に自立する時期に.一般化してきたのであ
る。 r中門造」形式が.農民住居のtJi:~長方式として取り
入れられるようになった事は.下腿後の内藤藩て1 すで
に近世中期から、祭令に現われていた事からも推察でき
る。しかし。似たような外観をつくリながら.その機能
は，地方の歴史性 ・風土性 ・生産条件などにより巽るも
のである。
出雲地方の「中門iさJ家構と して，八束郡八雲村には
「後中門Jr後屋中門」という，上手裏側に中門を持つ
家憐が見られる(図ー10，写真一6)。 これは.表!則の
公的部分から私的な居住部分を分離したものであり.中
門部分は主人の居間的性格を持つものである。 この形式
は復原しでも，広間1守!三間取に中門のついた形式であり.
居住部分の拡娠の手段というより.むしろ.家構的な一
類型であると考えられる (図ー1)。 これは.出雲熊野
械の武士のー流れをひく土豪層の住居形式の例であり，そ
の家絡を表したものであろう。そ して、出宰の山間部に
見られるこの形式が.iiJi川平野開発の源動力となった名
主層や池主層にも伝承されていったものと考えられる。
このような格式的意味を持つ「後中門Jr後崖中門j
であったが.生産性が向上し，身分制の枠がはずされる
中て1 今までとは異なった機能で一般化するこ ととなっ
たのである。斐川地方では小作人!習の就寝空間の拡大方
法のーっとして. rうしろや中門J形式が取り入れられ
たのである 。 この地方秒、特の rr..~D玖首j(jJという多労多
ij~の経営方法で. 小作人の生活は余裕のないものではあ
ったが.生産性も次第に向上してきた。そして明治則に
なると.柑1作 ・ 養蚕 ・ 養:t~などの高Ij業によって.現金収
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入も得られるようになって きた。このような背景で.一
層fl重になってきた家族労働力を分散させないために.就
寝空間の整備が考えられたのである。当初は.大切な穀
物の収納場所であり，三尺~一同lf!Eの小規燥な突き出し
であったが.昭和l初期には「うしろやJrちゅうもんj
「うしろざしきjとよばれる，六~八府与の部屋になって
いる(図ー12)。 これは.若夫婦の寝室や，たんす長持
の物遣として使用され，中門は，当初の格式的な意味よ
り，生活的な機能に変化した。
一方.地主層の格式的意味を持つ中門部分(;J:，主屋と
の取合い箇所が腐桁しやすい事から変形してきた。たとえ
ば.主屋の上手に落練にして「にしちゅうもんJといわ
れる座敷を突き出したり.あるいは上手裏側に「ざしき
ちゅうもん」とH乎ばれる別棟を設けるのである (図ー13，
写真一 1)。 これらの場合は，就寝空間としてよりも.
接客空間としての芯:味が大きし前庭を仕切る露地門と
一体になり.主屋の中でも格式の高い~聞を創り出して
いる。
四間取形式で，接客空間になっている上手表側の「お
もてjは.裏側の「なんど」とは「神床」と呼ばれる床
の間とイム担とで仕切られている。そして(図ー 1)のように
当初は妥恨IJも笠や押入て1 一般の座敷とは異り神仏祭杷
のための空間であり，老人の寝室として使用されていたも
のである。この「おもて」が現存めように上手妻側を開
放し縁側を廻らす座敷形式をとるようになった背景と
して， rうしろや中門Jrにしちゅうもん」などによる，
就寝室聞の拡張があったのである。
作業空間の変化
斐川の新田地帯の民家(;J:，一般的な農家に比較して，
L 一一ー ト 必
居一 学
土岡部分の商械が狭L、。家屋内で農作業することを考慮
していなかった，出作リ小屋的性格を継承し，il!_fiとい
う不安定な土地条件のために，農耕規模が小きかった故で
ある。また，大規模な農作業は，地主の家でなされてい
たとも考えられる。
しかし，その後の独立過程における農業妓術の発展，
農耕規模の拡大';J:，作業空間の拡大を必要とし，主屋と
束mlJに建つ納屋とをつなぐ部分に. rなやのろう か」が
つくられるようになった(図ー14，写真-8)。稲の収
穫時の天候不順もその要因であるが.大正末期の，足踏
脱穀機の登場(;J:，ほこりや騒音の問題がら. rなやのろ
うか」を一層普及させたのである。この主屋と別機の納
屋との空地に，屋般をかけて連結する方式は.簸川平野
の他に，中園地方の山間宮1の一般的類型となっている。
より大規模になる農業生産に対応するための，作業場の
拡大方法として，東北地方では「既中門J(図ー15，写
真一9)や 「流中門J(図-16)という中門形式になっ
たのに対して，これらの地方では. rなやのろうか」と
いう形をとったのである。これは，この地方の「中門造」
形式の発達の要因が，作業空間の拡大よりむしろ.居住
空間繋備の手段であったことと関連するものであろうか。
また.東北地方ほど，深雪地'常でないことも， r既中門」
形式とならなかった原因と考えられる。
「なやのろうか」に続〈納屋は，農作業だけでなく，
肥料や農機具、殺物の収納場所と して{変われている。そ
して表側には.(図ー14)のように 「なやのざしきJrはな
れjなどと林する六帖程の部屋がつくられている(写真
〔同
図-12 斐1地方の「うしろや中門j形式 江角恒雄家
( 8 ) 
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図-13
~ "' 
別十点の「ざしきちゅうもん」を持つ除1.11国ifi家
..，.白」
更5
f 
一 ムーよZ
図-14 主M下手に「なやのろうかJíなやざしさ」を持つOf~品~t、 th'ぶ
A図ー15 羽li;仁川の「取'1門」
〈日)
r、.， -、、
写真一 1 F士山家上手西側の「ぎし きちゅうもん」
写真-8 伊藤家主民.r主やのろうかJ.iなやざしきJ
写真-9 !lpTIの ilat中川」
A 
図ー16 i I臥いl'1" J と r ÌJIU"I'~ J 
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ため，主民ではI有ilUJの締紘を内縁にしたり，天井二を大和天
井にして{民地を計っ たりしたが.納屋ではI*i似IJに床をは
った高1¥尽を設けたのである。長い|問、 水祈単作をしてき
たfA'ぷであればこそ，ヨ記長という現金収入は大きな必味
を持ち.生産性をより一層向上させるための附改築に結び
0'f二
ついていったと忠われる。けれども，昭和初期!には主主ぷ
は点ilしたために， r なやのざしきJt;i ， 若い世代のI~Hì
~ I:\I ， fす が場， 収納Z，~I日|などにを化している 。
以上のような.作業空間のfJ.t51W:.生産m伎の{民かっ
た新削地慌て"あったがために，特にlIfiIj'に現れたものであ
図-17 1r:~ 、 i ll\l を桃える三代芳夫家
図ー18 トT袋fI!l1のfJj:'Jl主 伊藤示古家
(10) 
写真一10 辻角繁市家の主崖下手の「なやざしき」
写真一11 fJl'除家下手~1U11 tJ1:5長吉1\分
(西北~~\に竹で囲んで紀られた荒神)
(西北附の石間)
「八台荒事JiJ
写真一12 荒神僚の秒I1
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る。大手作経営の開発地主層や.本田地帯でlふ生産波
紋が大きく，多くの小作人を抱えていたために，当初jから
J:Lぃ土問を構えたり.別憾の納屋をrl1fしていた。した
がって， rなやのろうかJrなやのざしきJのような形
式はみられない (図ーIn，
下手裏側の拡張
斐川地方でも， 1七 n の釜記か.主屋の下手~fßIJに.株
を[u角にして突き出ている形式が多〈見られる i図-18，
写真一1)。昭和初期から見られたが.戦後.J:'A付生治
改良のーっとして.台所改善運動が盛んになり ，急
速に普及した。すなわち， i}t.~\や煤煙を伴い，火災の恐
れのある炊事場や風呂場を，下手裏側の土問を拡必して
移し居住性を良くしたものである。これI;t. 先の「う
しろや中門jとゐlしような長側の'尖き出してあるか，rう
しろや中門Jとは然なリ，俗式的な意味がなく，むしろ.
台所部分の拡~I<という生r目的意味合いが大きい。そして
また.生活改善の-)i式として取り入れられたために.階
層的な格差とはならずに.広〈一般化していった。
4 .むすび
以上に考察したように，一般的には.英川のl(家は「築
地松」と 「うしろや中 IJt IJ をもって， その尿倣桃と家tP~
の特徴とすることができる。しかし，現在.-&々 がtIに
するものはその発生当初のものとは意味合および機能の
異なったものとなっている.この地域の形成の過f'l.に.自
然条件や生活条件の変化をうけとめて変遺してきたから
である。
「築地松Jと fうしろー や中門jの際、明は.いずれも近
世初頭までに形成された本田地帯の開拓名主層の{土1&に
ボめられる。すなわち liíj者は~般の匹Ißîにめぐらされ
た1:居が「築地Jと粉、されていたものであり‘後fjは1:
豪隔の家織である「中門i込Jをとリいれたものてあった。
たた.この場合.JL';品してならないのはよ討が水防の千
段であり， r中門造jの形式が公私の分離のためであ
るというような実際的な機能をもっていたと何時に.こ
れらが家絡を象徴するという格式的な機能をも持ち合
わせていたことである。四!日に築地をめぐらし.その上
に繁茂する屋敷林と 「うしろや中門」をもっ家精lふま
さに開妬名主財の家備を象徴するのにふさわしいものて
あったのてある。
こうした絡式的機能をもっていた 「築地Jや「うしろ
や中門Jが.どのようにして新団地帯?の散肘農家にとリ
入れられ，一般的な形式となりえたのであろうか。新団
地帯に散居村務がj杉成されてくるのは，多くは総本 ，liJl
ih以降であリ，移住・ 2主，{Jしたのは.小{乍 ・分家j討が主
(11 ) 
{本であったと思われる。少なくとも.年代的にはこうし
た人泌が，他式的機能をもつものをlfJtI)入れることを阻
む規rUIJはなくなっていた時期である。しかも.彼らは家
怖の象徴として f築地松jをめくらし. iうしろや中門J
を J'. 予~I則に突出したのてはなかった。凶!品に*を柏え
るのは. 1品水 ・冠水の蓄にそなえて， ~語教I也を安定させ
るためであった。 また， rうしろや中門Jの形式をとリ
入れたのは.ifi水工事， ì~図の改良一→生産鋭校のJ広大
-->家政労働力のlt'IlJDという新しい傾向に刈応した「な
んどJ~，花備の h式て二いわば生席。(J な 1ri;"(の下に行なわ
れたものてあった。一般化を可能にしたのは司倍式的機
能か失なわれ.生産的な函からの婆dか大きくなったこ
と.新聞j也骨?に移住した人i主の地主 ・4>:家に対する隷属
的な関係が.少なくなってきたこと.さらには時代の変
化という.いくつかの要因があけられるであろう。
このようにして，関与石名主層の家絡を象徴するという
絡式的怠昧をもち.それゆえI也械における特定的なもの
として依Iづけられる「築地Jrうしろや中門」は.機
能的にも:倹されて.変形きれな力、らもう けつがれ.地I或
全体の一般的な形式になるまてに宅つためてある。
新聞I也僚の人々は，新しいf~J尭の むとに . 本団地帯に
おいて.いわば廃史的伝本と してうけっかれてきた「築
地」 と「うしろや中門jを.その地域的Mlf¥'!として導入
してきたのであるが，その機能I;t. . 生産粂{午の'~化，人工
による自然的条件の変化とともに.民なったものが安'1と
されるようになる。歴史的伝兵訟のもとに布機的に組み合
わされていたものを.部分的に独立した機能をもたせた
場合，当然それは嬰ボされる機能の変化によ って，言い
かえれはI~J免条件の変化に伴って形を変えさるをえない
し.時にはその1lfi:立義さえ失うことになる。$実.新
聞J也僚の人々はね境条nの変化に敏雄に対応してきた。
このことは， í築地t~J のその後の変選カ、よく示してい
ると巧えられる。
「築地怯Jの忌、J主に.ます.U初大きな彩忽Jを与えたの
は主主玉抵の砂入てある。養蚕によって「染地t:Jは. ~t凶
の;耳:パ'~~: JI瓜を|幼〈防j疎林として . その~・J主か高められた。
養蚕ヵ、wんに営なまれた時J1)Jは IザIif後l¥iJか句大正期で
あったが.この頃から， i_[戸時代には{史われなかった「築
地必Jという用品が一般化するよ うになる f築地Jか
ら「築地松」への展開は司 f築地jを安定させる 目的で
納えられた樹木カ¥それ本米の阿的か火われるとともに‘
それ自体として独立した芯.&をも ってきたことをぷすも
のであるといえよう。
すなわち，ih水工がの発展に1'ゥて， r染地」や地位
を安定させるため凶周に樹木をftIiえるという必然、何は夫
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表一 1 近世以降の洪水と川途，開削に関する年表
年代 .
ト一寸一一斗 洪水発生
紀元|年号 l月。日
かんな
流し
川進と開削 新国化地獄
桶縫国富'"'柳
出止16161元利 2
171 1 3 
321寛永 9
331 • 10 
351 1 12 
401 1 17 
41 I 1 18 
酉対!味駄古川町日腕川平野全域対!¥本
451日 21 久木鵬神社社壇倒
571明暦 3
581万治 1
741延宝 21工28寅大洪水 i川平野全域大洪水
則自享 31'!:九洪水
881元禄 11M，洪水
891"2 1 ~56i共水
911 1 41 1，洪水
17021 1 151 8.27伊丹童切れ.簸川平野全繊大洪水
221享保7
幻 1 1 8 
391 :定文 418.4洪水
431寛保 315.19洪水
51 I宝暦 1
591 1 91 平問濠分地区洪水
651明和 2110.27出雲都洪水
71 1 1 816幻洪水
821天明 218 洪水
831 n 316 洪水
84 1 1 11 洪水
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?
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?
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?
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?
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?
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?
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?
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????
?
???
? ?
?
???
官自似池新回開発(古川，荒本川の|問削)
地漢による古川の壊廃
"lt伊川統合工事の着工 (半I!にしてp;鉄)
乙見山の切貰
"lt伊川統合工事円再開
? ?
?
?? ??????????
??
????????
??
?
?
?
???
「
?
~桜池の干妬完全成功
折田五ヶ付 (菱恨・逼勘・江悶・浜・八j心
円形成
山:主将軍新田開発奨励
子園i可t申立完成島村川進 |干回新図
「郷方古今覚書J...“次期川迎予告
奨励禅
問
三分市川進 1 ;在原湾I唱立主らずl目前道の島村地区の新聞it1減 少
のみ
枝川開削
新川開削発令
中槌肉情築
新川完成
定川開削
斐伊川.稲川の第一種河川指定
内務省による科学的管理調任
「河川法j制定
斐伊川改修事業的発足
改修反対運動の台頭
tl伊川改修工事到着工
斐伊川改修工事の完成
盟目.三分市町湖岸部のe中級
中iJ1:と大堤防間の新田化
新川在原以東の新回化
新川I越川地的緋地化
隆盛期
iE行期
減少
停止
(12 ) 
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しなわれ.保光や生活の快速さのため南凶iの樹木は取り
除かれるようになる。
さらにまた.生産規伎の鉱大は，直接的には営農のた
めの~I:JJ拡訟を必要とし.間後的には家族数の増加をf~'
って，居住空間の拡張を必要とする。そのために東側の
「築地絵」を取り除いて.納屋などを1哲築する傾向がみ
られるようになる。
これらのことは.生産的な必要性・ 生活的な機能が.
当初の「築地」としての意味に取って代ってきたことを
物JEるものである。最近tl，1<江副より瓦芥への転換・ 二
階のJtt'I&築などを契機として，全面的に取り除かれる場
合もある。
他1i，本田地併の地主層の屋数憐では， r築地絞Jt立
今なお足敷林の意味と景観をもち，北西隅に「武神機J
(写真一1;:)がまつられ.人々の精神的なよりどころと
されているところもみられる。また， rうしろや中門J
もglH車や泌憾の「ざしきJに変形されつつも.絡式的な
意味合を残した家仰をつくり出している。
本町I也僚の上層農家と新聞地帯の一般農家とのこうし
た相述をもたらしたものは何であろうか。一言でいえば.
新聞農家が生産条件や生活条件に，より鋭敏に対応してい
表-2 言1:11Jtlt或の農業の'a:遜
年 代
* 作
畠1I 1 社会状況
紀元 年号 綿作 養蚕 養鶏
18∞ 
文化 「か主 I)J法的実行 地主が新聞閲覧を推進
20 
人i量 百1(<のilL 蛤まる
40 
ω 
明治
守庄
桂揖奮闘畠叱l'景画":kl圃
ω 上昇 nt¥'農軍減1>
館関~唱λI:Hõ宿舎』側t
査且 正式に壇主の土坦I酬d'i行
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るということであろう。その理由の一つには.当初.新田
地骨?では生産条件などの環境が.いい怯えれば.生活の
));鍛が不安定であり.その後の明治 ・大正・昭和という
時期1は安定化の過程であったということがJPえられる
また一つには.新田I也管の農家の人々は.いわゆる伝統
のif(みからは比較的自由であリ，近代的なi:!.:訟を符ち得
たからであるともいえよう。
中世からの社会的な条件が生活ii't行となって伝本され.
しかも.経済的に自立が図維であるような生産力のfJ¥;い
後i1t僻地においては.伝統の重みともいえる.みえざる紙
+告が，経済的悪条件とも重なって.人々力、新しい変化に
対応することを跨路する傾向がある抗斐川の新田地情の
人々にとって.生活や生産両で主主婦を強いるような~~(.、
地紋的な関係はみられない。それゆえ.新田農家の人々
はより融通性をもって新しい変化に柔軟に対処でさえた
し.またそうすることが必要たったのてある
こうした新聞農家の人々に受けっかれて一般化した「築
地絵Jrうしろや中門Jは.ますその絡式的機能が失な
われ，ついで自然条件や生産条件の変化を受けて.さま
ざまに対応させられてきたのであるカ¥ もはや新しい機
能は比い出されず，転換の限界にi主しているというのが.
現イIの状態であろう 。
註 le
1) r怯の校おろしJともいわれ.怯の本を一定の向さ
に杉然とメ1Iリそろえる事をいうが.実際には「築地絞」
の T~入れに限ってこのように日乎"'.):のてずはなく，校栄;を
-1;1)り沼して.屋敷内の極度な日陰とか.国畑の日陰の
ちをなくすためのものである。 3-5年に-t主sの;耳lJ合
て， ~'I-r'J職により行なわれるか.かと秋カ、りj リ時で.
野良{士 'I~ をしない時に行なわれる。
2) tEi内 (犀.~立や集訴を区画する詞の怠:)カ" Jf!:ったも
ので， rかいにゆJrかいにゅうJrかいきょうJと
もいう。樹H(は主に杉である。
3 )天文五年(1536)の「達Jに 「位以ー丈附尺以ド.
kHhll，t.lL ヰ:門附下げ無用. 百姓はtUぇ別して f~1;くい
たし，総て俊一f天井土!日lたるべき 'J'iJとある。
4 )紙江市の南東14km，f"'，，:川の上流の山間i郷にi立山す
る。 r出三:国風土記jに見られる熊野神社f.1'j(!庵し，
出会の中でも早くから聞けた所であった。中i!l:末-j!i:
t世にかけて，村の南にある熊野械が， :B工・のrl'心とな
るお国峻を防衛する要事として.大きな役;Imを*して
いた。熊野域活城に際して.土新した武仁も多<.地
域全体に伝統を重んしる気風が強い
5) i.:t固という不利な土地条件の中て，~えIfj された~
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法。稲刈り後.土を鋸り上げて高高えを作り，f;k肥とし
て首詣(うまごやし)を揃え，耕地のn~効を地すー絡
め客土法。高畝の償み上げ，切りくずしに労力を要す
る。
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Summary 
This paper aims to throw a historical Iight on the ‘Tsuijト Matsu'and the ‘Chumon' style which constitute 
the characteristic features of the farmhouses i，】 Hikawadistrict， the eastern part of Shimane Precfecture in 
Japan. 
The ‘Tsuiji-Mastu' is a grove (mainly of pine trees) surrounding a hous巴 likea wall， and th日‘Chumon'
is a pa1't of a house projecting at a right angle to the main building. Their o1'igins may trace back to the 
Mcdieval Ages， but in this district they we1'e int1'oduced by the landlords who promoted the 1'eclamation of 
waste land in the early pe1'iod of Recent Age. So， itmay be said that they signified the social standing of 
the early landlords and had been symbolic of the old families until about a centu1'y ago. 
[t was by the families who settled in the newly reclaimed field during late Edo and Meiji era that the ‘Tsuト
ji-Matsu' and the ‘Chumon' style was popularized. They int1'oduced the ‘Tsuiji-Matsu' fo1' making the 
building sites stable， and adopted the ‘Chumon' style as a means of fitting up the bedrooms. By and by 
these two features became general characteristics of the farmhouses in Hikawa district 
But they had to undergo seveval changes in thei1' functions， and even in forms， until they present such 
appearances as we can see today. The factors that caused them to change were the changes 01 the natural， 
social and economic conditions. For example， we can cite the development of f100d p1'evention， the introdu-
ction of silkworm industry， the expansion of the cultivating area， and the change of the people's attitude ¥0-
ward housing， and so on. It may be said thai some of these conditions are still changing and the lactors 
which brought the changes are still at work. 
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